
令和2年度指定　スーパーサイエンスハイスクール
研究開発実施報告書

令和5年 3月
第 3年次



 

 

         

 
 

     

           

 
  

                         

                           

  

                   

      

     

     

     

     

     

Mission                     

Mission                     

Mission   

Mission                     

Mission                      

Mission                                          

 

 

                     

                            

                     

                          

           

   Mission  

   Mission   

   Mission    

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式１－１ 

長崎県立長崎西高等学校 指定第４期目 02～06 

 

❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

課題研究型理科融合科目「科学探究基礎」の開発と、その普及による科学技術人材育成法の研究 

 ② 研究開発の概要  
研究開発課題に基づき、次に掲げる４つの目的をもってSSH事業を展開した。 

目的１「理科４分野の内容を研究フィールドとして示し、課題研究の手順を習得する新科目『科学探究基礎』を研究開
発・実施し、自然の事物・現象についての理解の糸口を示すとともに、生徒自身が設定した研究テーマに関して
情報を収集して課題研究と結果発表を実践させることで、思考力、判断力、表現力を習得させ、物事を科学的に
探究する力を育成する」 

目的２「全教科職員が連携して指導に当たる体制を整え、全生徒が独自のテーマで課題研究を進めることで、文理横断
的（学際的）創造力を有する科学技術人材を育成する」 

目的３「全教科・科目の現行のカリキュラムにおいて探究型授業を取り入れ、生徒の現代における課題を見極める力・
課題を解決する力を養成する」 

目的４「英語で情報を収集・発信・議論する日常を実現する教育環境を構築することで、世界で活躍できるサイエンス

リーダーを育成する」 

 ③ 令和４年度実施規模  

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

普通科 283 7 279 8 271 8 833 23 全校生徒を対象

に実施 普通コース 203 5    203 5

理系コース 80 2    80 2

文 系   113 3 87 3 200 6

文理混合     34 1 34 1

理 系   166 5 150 4 316 9

課程ごとの計 283 7 279 8 271 8 833 23
 

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 

○教育課程上の特例 
学科・コース 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数 対象 

普通科 

情報科学 ２ 情報の科学 ２ 
第１学年全員 科学探究講座Ⅰ 

「科学探究基礎」 
３ 

総合的な探究の時間 
科学と人間生活 

１ 
２ 

科学探究講座Ⅱ １ 総合的な探究の時間 １ 第２学年全員 

科学探究講座Ⅲ １ 総合的な探究の時間 １ 第３学年全員 

 

１年次 第三期までの成果に基づき、第四期で新たに設定した科学探究講座Ⅰ「科学探究基礎」や 「探究型教
科教育」をはじめとして各Mission の運営方針及び新教材として開発の方向性を確立する。 

２年次 １年次に決定した開発の方向性を元に、科学探究講座Ⅰ「科学探究基礎」及び「探究型教科教育」の教
材の開発や実践についての校内研修を行う。また、科学探究講座Ⅱ及びⅢでは、全生徒が独自なテーマ
で課題研究を進め文理横断的な創造力を育成できるようにメンター及びアドバイザーとの連携の強化及
び1人1台ＰＣを用いて生徒間の情報交換の活発化させる。 

３年次 科学探究講座Ⅰ～Ⅲの課題研究発表において、全生徒が発表だけでなく英語による質疑応答もスムーズ
に行い、SGSや科学探究講座Ⅰ～Ⅲの指導方法について検証し、改善に努める。「科学探究基礎」にお
いて課題探究型理科融合教材の普及方法についての検証を行う。また、「探究型教科教育」の指導方法
及び教材においても普及についての検証を行う。 

４年次 各Mission の成果の検証に基づき、科学技術人材育成のための指導方法、普及可能な教材や指導計画と
してまとめ、連携校へと発信する。 

５年次 第四期 SSH 事業の成果を、本校の通常の教育活動に組み込むとともに、県管理機関の先導のもと、今
後の中等教育に必要な自走型の課題研究及び課題探究型理科融合科目及び探究型教科教育普及のための
システムを提案する。 
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○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

学科・
コース 

第１学年 第２学年 第３学年 
対象 

教科・科目 単位数 教科・科目 単位数 教科・科目 単位数

普通科 
情報科学 ２ 科学探究講座Ⅱ １ 科学探究講座Ⅲ １ 

普通科全員 
科学探究講座Ⅰ ３     

 
○具体的な研究事項・活動内容 

Mission Ⅰ「科学探究講座Ⅰ」（「科学探究基礎」）の研究開発では、理科教諭５名・ＡＬＴ１名・特別非常
勤講師１名が教材開発に携わり、理科４分野及び他教科との繋がりを検討して専門的な分野へ進むための入り口を示
す理科４分野融合科目としての教材と授業形態について検討を行った。授業はＴＴ形式でクラスごとに３単位実施し
た。具体的な活動内容の内訳としては、２単位は、理科４分野及び他教科との繋がりを意識して作成した教材を用い
て、理科４分野融合した授業を行った。１単位は、科学的研究手法における 3 つの変数（Independent Variable, 
Dependent Variable, Control Variable(Scientific Constant)に関する理論を単元内容に組み込み、課題研究指導法
の開発を行った。また、独自のテーマ（❹関係資料２ 参照）で取り組んだ課題研究の成果について、英語でプレゼン
テーションを実践する指導方法を研究した。 
 
Mission Ⅱ「科学探究講座Ⅱ」の研究開発では、メンター17 名、専門アドバイザー33 名で文理協働型の課題
研究指導体制を確立し、課題研究活動をとおして様々な問題の解決に挑む姿勢を持たせる方法の研究を行った。文理
の枠を超えて設定した研究分野の15分野であり、研究分野を選択した生徒がいなかった２分野を除く13分野で課題
研究を行った。メンターや専門アドバイザーの意見を踏まえて、検証可能な生徒独自の75の研究テーマ（❹関係資料
２ 参照）を設定し、週１回金曜日の７時間目及び早朝、放課後、昼休みに活動を行い、指導で用いた課題研究チャー
トによって検証を行った。 
 
Mission Ⅲ「科学探究講座Ⅲ」の研究開発では、メンター18 名、専門アドバイザー35 名で文理横断的（学際
的）創造力を有する科学技術人材の育成を目的として、英語による発表や議論に向けた指導方法の開発や、生徒によ
る発表の評価法について研究を行った。また、英語による発表と同時に英語質問への対応能力が身についているかに
ついて検証した。文理の枠を超えて設定した研究分野は15分野であるが、１つの分野については選択した生徒がいな
かったため、14 分野で課題研究及び発表を行った。活動内容としては、生徒独自に設定した77 の研究テーマ（❹関
係資料２ 参照）について、週 1 回木曜日の７時間目及び早朝、放課後、昼休みに活動を行い「西高の日」（7 月 21
日実施）の発表で検証を行った。 
 
MissionⅣ「科学探究クラブ」の研究開発では、教職員８名、外部アドバイザー及び共同研究者５名で、活動の
主体を高校とし、大学・研究機関と連携においては、専門的アドバイスや大学でしか扱えない実験・測定器具の使用
を依頼する形式をとることによって超高校級のレベルでも高校生に適した指導法の開発を行った。活動内容としては、
放課後に数学、物理、化学、生物、地学の分野及び科学の甲子園に分かれ、すべてのMissionと連携しながら、放課
後及び休日に活動を行い各種大会の参加状況や結果で検証を行った。 
 
Mission Ⅴ「探究型教科教育」において、全教科担当者により、日頃の授業や学習指導の中での探究的に学ぶ
機会を取り入れた指導計画や教材の研究・開発を行った。具体的な活動内容は、実践報告本文（pp45-pp46）に示す。
ほぼ全員の教員が12月までに実施した各教科における探究型授業の実践報告を提出した。 
 
Mission Ⅵ「SGS (Super Global Science) 」の研究開発では、英語科職員９名とＡＬＴ１名で全校生徒を対
象に日常の学校生活の中で英語による情報収集・発信を行う教育環境を構築し、英語授業の中で英語によるディスカ
ッションの指導法の開発を行った。活動内容としては、英語コミュニケーション力を養成する教育環境構築を目標に、
英語授業での英語による質疑応答能力の養成指導、及び理科やその他の教科の授業で内容言語統合型学習を行った。

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

a. SSH指定校及びSSH指定外の県内高等学校への普及 
長崎県では管理機関主催で「長崎県SSH指定校連絡協議会」を年に1回以上、必要に応じて継続的に実施してい

る。この協議会を通じて、本年度もSSH 事業の運営及び課題研究の指導方法について、本校の事業成果を共有し、
各校における円滑な事業展開へと繋げることができた。また県内SSH 指定校を中心として実施している、令和４
年度スーパーサイエンスハイスクール（SSH）合同生徒研究発表会「未来デザインイノベーションフェア Future 
Design Innovation Fair(FDIF)」の開催及び担当を本校長崎西高等学校が実施することが決まった。これは、SSH
指定校に限らず、課題研究指定校や他の科学系部活動が盛んな高校にも呼びかけ、小グループごとの参加が可能な
発表形式で、成果の普及につながる情報交換の場となった。これによって、参加生徒は互いの研究内容について議
論し、他の学校の課題研究の方法について指導者ともども研修する場としている。開催日の１２月１８日（日）は
長崎県内大雪のため、一部の生徒が参加できなかったが、参加した高校生、引率教師のアンケート（❹関係資料５
参照）から、同大会の開催や参加への肯定的な意見が多かった。参加してよかったかの質問に「とてもそう思う」
「ややそう思う」を合わせて93％以上であり、同会開催の目的が達成された。 
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６月１５日（水）に長崎県立大村高等学校での探究力向上講座において、本校の長嶋教諭が講演し、科学的探究
方法にもとづいた課題研究について説明し、県内高校への本校SSH の取組が広がった。また、９月２８日（水）
に福岡で開催された令和４年度スーパーサイエンスハイスクール事業九州沖縄地区SSH 担当者交流会において、
SSH 企画推進部主任の藤原教諭が「課題研究の指導と評価について」というタイトルで発表し、本校の科学的探
究方法や発表指導について代表発表した。さらにSSH 指定校などの本校への学校訪問は、千葉県立船橋高等学校、
千代田区立九段中等教育学校の２校があり、長崎西高等学校のSSH事業への取組について説明した。 

b.県内高等学校の科学系部活動・課題研究活動における該当生徒及びその指導者への普及 
長崎県立長崎東高等学校で７月４日（月）に開催されたＷＷＬ長崎フォーラムに協力校として、長崎西高等学校

第２学年地学部員が「長崎市西樫山における霰石ノジュールの産状」をポスター発表した。また、令和４年度長崎
県高等学校理科教育研究会地学部会研究集会において、本校の藤原教諭が「地学基礎における探究型授業について」
発表し、県内理科の地学教員に長崎西高での実践を説明した。来年長崎県佐世保市で開催される九州理科教育研究
会でも同様の研究発表を行うことが決まっている。 

c.中学生・保護者・地域への普及 
   例年、本校ではSSH校内研究発表会「西高の日」（本校進学希望中学生向けのオープンスクールも兼ねる）にお
いて、課題研究の成果について、会場の別フロアにてポスターセッションを実施している。課題研究の内容を英語
で説明し視聴者と議論するなかで、その研究活動内容やSSH事業の様子が伝わるイベントである。発表会には中学
生や保護者の入場は不可としたが、同発表会の様子の一部をビデオ撮影し、オープンスクールで流したり、実際に
本校在校生（本年度は地学部の生徒）がステージ上で研究発表を行ったりすることで、参加中学生やその保護者に
公開され、特に、本校を志す中学生にはSSH事業成果の普及の貢献度が大きい。 

d.ホームページを通じて世の中への普及 
本校SSH事業第三期までの成果によって形を成した課題研究の手引書に相当する「課題研究の進め方と科学論文

の書き方」は、2019年春より本校SSH のホームページに掲載するに至り、その成果を公表している。現在、ホー
ムページには第３版を掲載している。本校における課題研究の指導や、情報・理科の授業における論文作成指導に
も活用した。その内容については、指導でテキストとして利用した教員や運営指導委員の先生方からのアドバイス
を受けて、今も改良を加え続けている。本年度は、英語版も公開している。また、本校のSSH ホームページで2023
年1月20 日より、WEB 科学雑誌「若者たちの科学雑誌(SJYN)」を創刊しアップされている。高校生の優秀な課題
研究の成果を、埋もらせることなく何らかの形で残し、更に全国の高校生の研究発表のモチベーションアップにつ
なげるものとして始めた。創刊号（nagasaki-w-ssh.sakura.ne.jp/nishi/sjyn/Vlume/vol1_1/vol1_1.html）には7
編の科学論文が掲載され、うち５つが本校生物部、１つが本校物理部によるものある。ホームページ掲載とともに、
県外のSSH 指定校からの問い合わせがきている。 

 
○実施による成果とその評価 
Mission Ⅰ「科学探究講座Ⅰ」 
 成果については、今年度担当した理科教員５名と理科講師１名が教材開発に携わり、昨年までに作成した教材の改
善及び新たな教材の蓄積があった。物理基礎の内容を学習し試行錯誤しながら実験を行うEggdropや３つの科学的変
数の理解を深める内容としてYouTube上の動画「音声信号の「意味」を検証する新規実験パラダイム（京都大学・白
眉センター 鈴木俊貴）」と本校の研究発表プレゼンテーションの様式とを比較分析する「研究発表のプレゼンテー
ションの構造について」や「研究倫理と発表ポスター作成の注意点」も新たに加わった。また、昨年までの評価のも
ととなった「学習する単元の事前事後アンケート」「各学期末の振り返りレポート」「各単元においての授業レポー
ト」「授業や実験に対する取り組む姿勢」「年２回の英語プレゼンテーション」をもとに、３つの観点（知識・技能、
思考・判断・表現力、主体的に学習に取り組む態度）へ振り分け、生徒の評価を行った。生徒評価のもととなるもの
は昨年と変わりがなかったため、スムーズに行えた。 
評価については、担当する理科教師による自己評価と生徒アンケートによる検証で行う。担当する理科教師の検証

事項による平均値は、「科学英語をもとにした英語によるプレゼンテーションとディスカッションの基本的な技能を
育成することができたか。」に関しては、3.2 となり、昨年度から0.2 上昇した。他の検証事項に関しては、昨年と
同じ評価であった。また、独自検証のための総合評価基準に基づく評価の平均値は3.0で、ステージ３「課題研究の
指導マニュアルと新科目の教材として、設定した目的に応じた効果が見られ、開発の方向性がしっかりと見える段階」
である（本文pp16-pp17 参照）。対象学年である1学年の生徒アンケートでは、MissionⅠ科学探究基礎で身につい
たことを踏まえて自己評価を行うある質問のうち、「粘り強く取り組む姿勢を身につけている」「自らの問題を発見
する力・気づく力を身につけている」「未知のことを解き明かしたいという気持ちを持っている」などは、75％以上
の生徒が「よくあてはまる」か「だいたいあてはまる」を選択している。また、MissionⅠの効果についての質問につ
いても「理科４分野に視野を広げた学習をとおして、主体的に学習をする姿勢が身につきましたか。」「科学をはじ
めとした学問に対する能動的な学びと深みのある課題研究活動をとおして、科学的研究手法を身につけることができ
ましたか。」についても85％は「よくあてはまる」か「だいたいあてはまる」を選択しており、効果ある学習となっ
ている（❹関係資料４ 参照）。 

Mission Ⅱ「科学探究講座Ⅱ」 
 成果については、文理協働探究型学習が定着したことである。その中で、年間の指導計画を担当する第２学年の教
員に課題研究の方針をきめ細やかに提示し、生徒にとって研究の第一歩となるリサーチプラン作成に関わる新教材を
提示できた。評価については、担当する第２学年教員による自己評価と生徒アンケートによる検証で行う。各講座の
評価を昨年度の第２学年と比較分析すると、A）～D）の指導体制等に関わる部分の担当者評価は、昨年度より高評価
であったことから、全ての平均が0.4も昨年度を上回った。また、独自検証のための総合評価基準に基づく評価の平
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均値は3.0でステージ３「テーマや仮説の設定及び研究の進め方に自発性が求められ、一定の研究成果を収め、発表
会でその内容を発表できる段階」であった。昨年度は総合評価基準ですべての研究分野でステージ３であったが、今
年度はいくつかの研究分野でステージ２という評価であった（本文pp20 参照）。一方、第２学年の生徒アンケート
は、第1学年の生徒のアンケート結果と同様の傾向を示し、MissionⅡ科学探究で身についたことを踏まえて自己評価
を行う質問のうち、「粘り強く取り組む姿勢を身につけている」「自らの問題を発見する力・気づく力を身につけて
いる」「未知のことを解き明かしたいという気持ちを持っている」などは、75％以上の生徒が「よくあてはまる」か
「だいたいあてはまる」を選択している。また、MissionⅠの効果についての質問についても、「１年生で実践した
MissionⅠ「科学探究基礎」は、２学年になった現在、その効果を感じていますか。」についても 84％は「よくあて
はまる」か「だいたいあてはまる」を選択しており、効果のある学習となっている（❹関係資料４ 参照）。 

Mission Ⅲ「科学探究講座Ⅲ」 
 成果については、14分野77テーマで様々な研究がなされたポスター発表を行うことができた。また、西高の日に
おける英語によるポスター発表が、ＡＬＴを約50人招待して行われたことにより、生徒のモチベーションへつながり、
発表準備や発表そのものに好影響を与えたこと、研究倫理を意識したポスター作成を生徒が取り組んだことで、発表
ポスターの質もかなり向上した。評価については、担当する第３学年教員による自己評価と生徒アンケートによる検
証で行う。本年度の第３学年におけるMission Ⅲ「科学探究講座Ⅲ」各講座の評価を、前年度第３学年と比較すると、
検証の平均で0.1、総合評価基準の平均で0.5 ポイント上昇した。結果として総合評価基準で、昨年まであったステ
ージ３がなくなり、ステージ４「テーマ・仮説設定及び研究の進め方に独自性が見られ、研究成果について発表がで
きる段階」もしくはステージ５「テーマや仮説の設定及び研究の進め方に独自性と専門性の深化が見られ、研究成果
について英語でも発表ができる段階、または科学コンクール、専門の学会での発表、学術雑誌への投稿ができる段階」
のいずれかのみで、平均が4.2であった。検証事項もすべての項目・分野において3以上の評価となり、授業の形態
や指導法としての成果が出ていると判断できる（本文pp31 参照）。一方、第３学年の生徒アンケートMissionⅢ科
学探究で身についたことを踏まえて自己評価を行う質問では、10の質問のうち9の質問において、90％は「よくあて
はまる」か「だいたいあてはまる」を選択しており、「１年生で実践した MissionⅠ「科学探究講座Ⅰ」の課題研究
（科学英語）は、３学年になった現在、その効果を感じていますか？」の質問については、英語によるポスター発表
から76％は「よくあてはまる」か「だいたいあてはまる」を選択しており、効果ある学習となっている（❹関係資料
４ 参照）。 

Mission Ⅳ「科学探究クラブ」 
 成果については、長崎西高等学校のＳＳＨの取組の一つと「若者達の科学雑誌」無償WEB版科学雑誌の創刊と創刊
号（2023年1月20日発行）に、本校物理部と生物部の研究した内容が、論文査読を受け、寄稿することができた。
また、令和4年度全国総合文化祭（東京大会）出場の「ハナアブのホバリングのメカニズム～ホバリングをつかさど
る第二の小さな翅～」が全国総文祭科学研究発表自然科学部門生物部門最優秀賞（全国1位）の受賞をはじめ、国際
学生科学技術フェアISEF2022 へ日本代表として参加、令和４年度長崎県高等学校総合文化祭 第28回 科学研究発表
大会では、地学チームの「長崎市浦上川におけるヘドロの堆積状況とヘドロを活用した河川流量予測へ向けて」が最
優秀賞（長崎県1位相当）、令和5年度全国総合文化祭（鹿児島大会）への出場権を獲得。物理チームの「シャープ
ペンシルを持つ角度が芯に与える影響」、化学チームの「吸水量と天ぷらの切断強度」、生物チームの「トビムシの
光への応答とその意義について」、地学チームの「西樫山地区における炭酸塩ノジュールの産状について」が優秀賞
（長崎県2位相当）を受賞。九州高等学校生徒理科研究発表大会鹿児島大会には、長崎県大会で受賞した5グループ
が出場し、生物チームの「トビムシの光への応答とその意義について」が県大会からさらに研究を深めた発表を行い、
優秀賞を受賞した。その他の科学コンテストでは、衛星設計コンテスト最終審査会（全国大会）では、物理チームが、
月の地中熱を利用して夜の月面という氷点下の環境でも動作するバイナリー発電システムを提案した「月の自然エネ
ルギーによる発電方法について」が日本航空宇宙学会賞（全国2位相当）を受賞。高校・高専気象観測機器コンテス
トで、地学チームの『ヘドロ堆積物観測機器「sludgers」』がチャレンジ賞（全国8位相当）を受賞した。学会発表
としては、分子科学討論会で、化学チームの「フッ化水素のクラスター」が発表を行った。また、「科学の甲子園」
全国大会長崎県代表校選考で、２年生チームが優勝し、第12回科学の甲子園全国大会への出場権を獲得した。評価に
ついては、上記の成績や担当教諭の自己評価によって行う。検証事項及び総合評価基準の平均値は、いずれも昨年度
より0.2上回り、部活動を母体とする物理チーム、化学チーム、生物チーム、地学チームはいずれも、ステージ５「テ
ーマや仮説の設定及び研究の進め方に独自性と専門性の深化が見られ、研究成果について英語でも発表ができる段階、
または科学コンクール、専門の学会での発表、学術雑誌への寄稿ができる段階」であった（本文pp42 参照）。 

Mission Ⅴ「探究型教科教育」 
 成果としては、ほとんどの教員が、担当する科目において各自単元を設定して探究型の指導案を研究開発し、授業
を実践した。実践例は本文pp45-pp46に記してある。評価については、教員による自己評価と生徒アンケートによる
検証で行う。昨年度よりも、担当教員による自己評価の値は、A）B）C）それぞれ0.4～0.2減少（昨年度A:3.4、B:3.3、
C:3.0）した。A）や B）については、教科によって、教科担当者が科学的な思考力や判断力を養い、学際的な基礎学
力を向上させるねらいを持つことが困難であるとか、授業の中で、生徒が独自の問い立てを行う導きが難しいとの声
も聞かれた。また、C)については、そもそも県内高校との課題研究や探究型教科教育に関する情報交換や研修への参
加が十分ではなく、時間の確保が課題となっており、今年度は大雪のために、例年探究型授業を取り上げていた校内
職員研修が延期になった直後に、評価を実施したことも、評価を下げる原因だったと考える。一方、総合評価基準に
よるステージの平均値は、昨年度の3.0から0.2上昇した（本文pp45 参照）。このことから、着実に生徒は主体的
な学びをしており、全教科科目の授業の中では、科学的思考力や判断力の育成や生徒が自らの課題を見出してから主
体的な学びにつなげるねらいや仕掛けが不足しているものと考えられる。 
また、生徒アンケートからは、探究型授業の効果について１年生93%、２年生89%、３年生89%の生徒から肯定的な
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評価を得ている（❹関係資料４ 参照）。 
MissionⅥ「SGS (Super Global Science) 」 
 成果としては、「英語４技能強化タイム」が生徒にとって生きた英語に触れる貴重な機会となっており、生徒も効
果を感じていることである。その集大成であったのが、西高の日における英語によるポスター発表のＡＬＴへの英語
説明や英語による質疑応答の状況であった。朝ＳＨＲでのワークシートをもとに、ニュース英語を聞き取る「英語４
技能強化タイム」は既に定着している。今年度は、海外からの訪問学生との交流の機会で、英語と理科の教科横断型
授業を展開するなどの新しい試みも生まれた。評価については、英語教員による自己評価と生徒アンケートによる検
証で行う。 
検証事項のA)「 SGS (Super Global Science) の手法について、これまでの基本骨格をもとに、英語科のディスカ

ッション指導を活かして、さらに深化させることができたか。」は昨年から0.7上昇したが、C) 「教材や実践事例集
などを研究成果として残し、共有及び情報発信できたか。」は昨年から0.7低下した。また、総合評価基準における
評価は「ステージ３」で、目標を達成できなかった（本文pp47 参照）。生徒アンケートからは、１年生、２年生と
もに「あなたが実践したMissionⅥ「discussion」について、その効果を感じていますか。」で75%を超える生徒が「効
果を感じている」「少し効果を感じている」を選択し、「あなたが実践したMissionⅥ「朝のListening Training」
について、その効果を感じていますか。」では、１年生２年生ともに70%超、３年生は86%が「効果を感じている」「少
し効果を感じている」を選択しており、受験にも直結する「英語４技能強化タイム」は生徒自身がより効果を感じて
いる取り組みとなっている（❹関係資料４ 参照）。 

 

○実施上の課題と今後の取組 

a. Mission Ⅰ「科学探究講座Ⅰ」 通称「科学探究基礎」 

課題１ 理科４分野融合科目の指導法における教材の開発：「科学探究基礎」の２つの柱は「生徒が主体的に学ぶ理

科の指導法開発」と「課題研究の指導法開発」である。昨年度に作成した教材に加えて、新たな教材と指導法

が蓄積した。一部をホームページで公開しているが、教材の様式がまちまちであり、他校で使用されるものと

しての完成度ではない。 

 ⇒ 課題１を踏まえた今後の研究開発の方向性：生徒が主体的に学ぶ理科の教材が持つべき条件を理科教科会で確認

しつつ教材研究を進め、教材検討会を実施する。教材の様式の統一を図り、取り扱う単元内容と授業展開の手法

を中心に記述した形式で作成するテンプレートを準備し、他校にも普及できるものにする。「課題研究の指導法

開発」における科学的探究方法と３つの科学的変数についても触れた内容を開発する。 

ｂ. Mission Ⅱ・Ⅲ「科学探究講座Ⅱ」「科学探究講座Ⅲ」 

課題２ 生徒の課題研究に関する問題点：現在、生徒の課題を発見する力を育成するために、研究テーマは、

独自で設定させている。優れた研究も多いが、中にはテーマに関する発想の貧弱さ、関連情報の検索の不十分さ、

独自に実験方法を考案することの難しさ、実験の経験不足、入手できるもので工夫する力不足などによって、「仮

説の設定⇒実験手順の立案⇒データの収集」という科学的手順を踏むことができないケースも現れている。 

 ⇒ 課題２を踏まえた今後の研究開発の方向性：第２学年からの MissionⅡにおいて、特に導入部分での教育教材

の充実や研究倫理とバックグラウンドリサーチに基づくリサーチクエスチョンの設定を行うことで、生徒の課題

を発見する力の育成を目指す。 

課題３ MissionⅢにおける発表ポスターの完成度：ポスター発表において、ポスターの例を提示してはいる

ものの、効果的なポスターの書き方や研究倫理の理解が不十分なものが散見される。 

⇒ 課題３を踏まえた今後の研究開発の方向性：効果的なポスターの書き方や研究倫理への理解を深めるための

MissionⅠでの新たな教材の開発や研究倫理や効果的なポスターの書き方や研究倫理への理解を深める職員研修

の実施により、改善していく。 

課題４ 生徒の３つの科学的変数に対する理解度：MissionⅠ・MissionⅡ・MissionⅢにおける生徒アンケート結果

から、３つの科学的変数を理解している生徒や３つの変数を考慮して測定可能な仮説を立てることができる生徒

が、他の生徒アンケート項目の内容より低い割合となっている（❹関係資料４ 参照）。 

⇒ 課題４を踏まえた今後の研究開発の方向性：３つの科学的変数を学習するMissionⅠにおいて、研究事例や発表

事例から、３つの科学的変数を理解し、仮説を立てて科学的変数を意識した実験方法を考えることを学ぶ教材を

開発することで改善していく。 

c. Mission Ⅳ 特別教育活動「科学探究クラブ」 

課題５ 生徒の課題研究テーマ設定の指導法と質の高い研究の維持について：研究テーマの着眼点・発

想における生徒の課題発見能力育成である。それは、身の回りの現象をしっかりと観察・調査分析やしっかり

としたバックグラウンドリサーチを通じて、なぜそのような現象が起こるのかを研究していくことをテーマに

設定することで、課題研究の手法である「仮説の設定⇒実験手順の立案⇒実験や観察によるデータの収集」と

いった科学的手順を踏むことができるということである。また、これまで質の高い科学研究を MissionⅣ特別

教育活動「科学探究クラブ」で行ってきた。この成果や実績を今後も継続していくことも課題である。 

⇒ 課題５を踏まえた今後の研究開発の方向性：研究テーマ設定とともに科学的研究手法を体験させる指導
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を行う。また、これまで評価の高い研究成果を出した多くの生徒の研究グループに共通する活動内容に沿った探

究活動の手順を踏まえ、Mission Ⅰ～Ⅳにおいてテーマ設定の際の発想の仕方について、その指導法を研究して

いく。また、各科学系部活動での科学的探究方法の理解と実践の在り方や独自の取り組みを共有していく。 

課題６ 「科学探究講座Ⅱ」「科学探究講座Ⅲ」「科学探究クラブ」の指導における専門機関との連

携や指導方法の検討：専門機関や外部専門アドバイザー及び共同研究者との連携が進んでいるが、特に「科

学探究講座Ⅱ」「科学探究講座Ⅲ」における科学的探究の過程で、生徒の主体性を維持しつつ、生徒自らが研

究分野の専門機関からアドバイスを求めることができる体制を確立することが今後の課題である。 

⇒ 課題６を踏まえた今後の研究開発の方向性：現時点で、専門機関が指導できる内容、高等学校が指導できる

内容、中等教育の役割と高等教育の役割を考慮した上での科学系人材育成のあり方など、これらのことについて

再確認し、「科学探究講座Ⅱ」「科学探究講座Ⅲ」「科学探究クラブ」の運営方法を検討する。また、今年度創

刊した「若者たちの科学雑誌」を通じて多方面の機関や全国の科学研究が盛んな高等学校との連携を深め、多方

面からの支援構築に努める。 

ｄ. Mission Ⅴ「探究型教科教育」 

課題７ 生徒を探究的な学びによって指導する手法の開発：各教科における探究型教科教育を通じて、生徒

自らによる主体的な探究と教科指導において身に付けさせる力と相乗効果を併せ持ち、科学技術人材育成に

おいて、基礎学力習得面でも研究活動の面でも効果をもたらすことを期待している。しかし、教科教育だけ

ではなく、倫理観や生き方にも通じる全人教育的側面があることによって、評価することの難しさや、探究

型教科教育に対する全教員の共通理解は得られるものの、指導案の研究開発には個人的な温度差がまだ大き

い。 

⇒ 課題７を踏まえた今後の研究開発の方向性：職員研修で探究型教科教育についての理解を深め、各教科での授

業実践の報告書を共有することにより、教科内や教科を越えて教員間での指導法検討を促す。相乗効果をアンケ

ートなどによって検証する。 

e. Mission Ⅵ「SGS (Super Global Science) 」 

課題８ 英語科での取り組みの効果が生徒の英語発表力養成にもたらす効果の検証：第四期では英語発

表における質疑応答の力を養成するために、英語授業で英語のインプットとアウトプットの指導を見直して

いる。また、「英語４技能強化」の取り組みによってどのような効果が得られたかをエビデンスとともに検

証すること 

⇒ 課題８を踏まえた今後の研究開発の方向性：授業との連携を深め、情報発信だけに留まらず質疑応答や意見交

換を英語で円滑に行うための指導の機会を増やす。プレゼンテーションの単元についても、生徒が取り組んでい

る課題研究テーマを題材として学ぶ機会を設定する。英語は学問であると同時に、情報伝達やコミュニケーショ

ンのツールとして特別なものではないことを、生徒に気づかせるプログラムを開発する。また、指導として定着

している「英語４技能強化」の取り組みがどのような効果をもたらしているか、数値などの具体的な検証材料を

探す。 

⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響  

・７月のSSH校内研究発表会「西高の日」は、学校関係者とＡＬＴ50名を招待して実施したが、感染拡大防止の観点

から、地域の方や中学生とその保護者などについては、発表時には入場できない対応をした。 

・ほとんどの科学系コンクールや研究発表会が、現地開催となったが、発表会における生徒交流会については規模が

縮小されるとともに保護者が発表会を見学することはできなかった。 

・大学や研究施設を訪問は、昨年に比べ実施できたのだが、時期によっては大学などの訪問はできなかった。 

・第７波では、行事の延期や部活動の制限などもあり、課題研究や探究型授業などのスケジュールに影響が及んだ。
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